
日立風流物（ひたちふりゅうもの）

：重要無形民俗文化財（風俗慣習：祭礼（信仰 ）１．提案区分 ）

２．都道府県名：重要無形民俗文化財の所在地

茨城県：日立市宮田町

日立郷土芸能保存会３．保護団体：

昭和５２年５月１７日４．指定年月日：

５．概要：

日立風流物は、日立市宮田地区の鎮守である神峰神社の祭礼に東町、西町、本町、北町

15 8の４地区の人々が山車を出して行われる行事である。山車は高さ メートル、幅３～

メートル、重量５ という巨大なもので、５層構造の屋形を乗せている。この屋形の各層t
に人形芝居の一場ずつを配して 「源平盛衰記 「仮名手本忠臣蔵」などの人形芝居が演、 」、

じられるものである。屋形が左右に展開して演じられる人形芝居は人形の早変わりなどが

綱の操作によって連動して演じられるなど、全体の調和や変化のみられる興味深い祭礼で

ある。

６．写真

日立風流物 人形芝居上演 日立風流物 人形芝居


